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金沢開業から3金沢開業から3年年！！
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利
用
者
数
は

開
業
前
の
２
・
７
倍
！

　

石
川
県
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

北
陸
新
幹
線
が
大
好
き
で
、
新
幹
線
に
ま

つ
わ
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
調
査
し
て
し

ま
う
「
か
が
や
き
研
究
員
」
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
が
２
０
１
５
年
３
月
14
日

に
開
業
し
て
か
ら
丸
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
は
、
最
速
２
時
間
28
分
で
東

京
と
金
沢
を
結
ぶ
速
達
タ
イ
プ
の
「
か
が

や
き
」、
停
車
駅
の
多
い
「
は
く
た
か
」、
金

沢－

富
山
間
を
行
き
来
す
る
「
つ
る
ぎ
」

の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
車
両
も
、
グ

リ
ー
ン
車
よ
り
豪
華
な
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
が

あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
が
で
き
ま
す
。

線
路
の
消
雪
設
備
な
ど
、
雪
へ
の
対
策
も

万
全
で
、
今
年
の
大
雪
の
際
も
ほ
ぼ
休
む

こ
と
な
く
運
行
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

　

仕
事
や
観
光
な
ど
で
北
陸
新
幹
線
を
利
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■シリーズ  

ふるさと心の風景

能登さくら駅と
観光列車（穴水町）

表紙について

今号から表紙をリニューアルし、県内に
あふれる四季折々の美しさを「ふるさと
心の風景」として紹介していきます。第
1弾として春季号を飾るのは、能登さく
ら駅（能登鹿島駅＜穴水町＞の愛称）と、
七尾・穴水間を運行する観光列車「のと
里山里海号」です。ソメイヨシノ約100
本が咲き誇る桜のトンネル内を、日本海
ブルー（濃紺）の車両が進む姿は、だれ
もがカメラに収めたくなるふるさとを代
表する春の風景といえます。さらに、今
号では特集で北陸新幹線をピックアッ
プ。ぽかぽか陽気に誘われるこの季節、
観光列車や新幹線など、多彩な鉄道の
旅を楽しまれてみてはいかがでしょう。

表紙イラスト制作／吉野 武 （金沢市在住）
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用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
開
業
後
、
東
京
と

金
沢
を
行
き
来
す
る
方
は
約
２
倍
に
増

え
て
い
て
、
そ
の
う
ち
北
陸
新
幹
線
の
利

用
者
数
は
、
開
業
前
の
在
来
線
特
急
の
利

用
者
数
と
比
較
す
る
と
、
開
業
1
年
目
は

な
ん
と
３
倍
に
、
そ
し
て
開
業
３
年
目
も

２
０
１
８
年
２
月
末
時
点
で
約
２
・
７
倍

と
、
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

ま
す
。

　

新
幹
線
を
利
用
し
て
、
こ
れ
だ
け
多
く

の
方
が
来
る
こ
と
で
、
県
内
各
地
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
表
れ
て
い
て
、
そ
の
中

に
は
想
定
し
て
い
た
以
上
の
動
き
が
見
え

て
き
た
も
の
も
。「
北
陸
新
幹
線
開
業
で

石
川
県
は
ど
う
な
っ
た
の
!?
」
。
私
か
が

や
き
研
究
員
が
徹
底
調
査
し
ま
し
た
！

新幹線利用者数の推移

2014年 2015年 2016年 2017年

開業1年目
開業2年目

約3倍
約2.7倍

注） ・ 開業前（2014年）、開業1年目、開業2年目は3月14日～翌3月13日までの利用者数
　  ・ 開業前は、在来線特急「はくたか・北越」（直江津－糸魚川間）の利用者数（JR西日本発表資料より推計）
　  ・ 開業後は、北陸新幹線上越妙高－糸魚川間の利用者数（JR西日本発表）
※1 開業3年目は2017年3月14日～2018年2月の利用者数（JR西日本発表）開業前との同時期比較

314万人

926万人 858万人 開業3年目

828万人

※1

約2.7倍

2018年
2月末
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能
登
や
加
賀
に
も

た
く
さ
ん
の
観
光
客

　

金
沢
開
業
で
、
最
も
目
に
見
え

る
効
果
が
表
れ
た
の
が
観
光
分
野

で
す
。
開
業
前
の
２
０
１
４
年
に

１
２
０
０
万
人
だ
っ
た
県
外
か
ら
の

観
光
入
込
客
数
は
、
開
業
後
の
15
年
、

16
年
と
２
年
連
続
で
１
５
０
０
万
人

を
突
破
し
、
年
間
約
３
０
０
万
人
も

増
え
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
首
都
圏
か
ら
能
登
や

加
賀
へ
行
く
旅
行
者
は
開
業
前
の
約

１
・
８
倍
と
な
っ
て
い
て
、
観
光
面
の

効
果
は
金
沢
だ
け
で
な
く
、
県
内
全

域
に
波
及
し
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
へ
の
旅
に
熱
い
視
線
を
注

ぐ
の
は
、
国
内
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
海
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
県

内
を
訪
れ
て
い
て
、
16
年
の
外
国
人

宿
泊
者
数
は
53
万
人
と
開
業
前
の
約

１
・
８
倍
に
も
増
え
ま
し
た
！

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
さ
ん
」は
じ
め

積
極
的
に
石
川
を
Ｐ
Ｒ

　

も
ち
ろ
ん
、
県
で
も
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
方
に
、
石
川
県
に
お
越
し
い

た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
開
業
前
に

は
、「
日
本
橋
・
京
橋
ま
つ
り
」
や
「
ふ

る
さ
と
祭
り
東
京
」
な
ど
、
首
都
圏

で
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
大
々
的
に

Ｐ
Ｒ
。
伝
統
工
芸
を
は
じ
め
、
石
川

の
文
化
を
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
た
豪
華

け
ん
ら
ん
な
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ひ
ゃ
く
ま
ん
さ
ん
も
県
内
外

で
新
幹
線
開
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
大

き
な
話
題
を
集
め
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
石
川
な
ら
で
は
の
「
お

も
て
な
し
」「
食
文
化
」「
歴
史
・
景

観
」
と
い
っ
た
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、

例
え
ば
、
金
沢
城
公
園
で
は
、
開
業

に
あ
わ
せ
、
玉
泉
院
丸
庭
園
や
橋
爪

門
な
ど
の
復
元
整
備
が
完
成
し
、
観

光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
現

在
も
、
新
た
な
復
元
を
進
め
そ
の
魅

力
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
８
ペ
ー
ジ
）

　

学
会
や
大
会
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
も
開
業
前
と
比
較
し
、
増
加
し

て
い
ま
す
。
県
で
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
助
成
制
度
を
用
意
し
、
関

係
団
体
と
一
体
と
な
り
、
さ
ら
な
る

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ここが
変わった

金沢開業から3年！
北陸新幹線

県
外
か
ら
の
観
光
客
は

３
０
０
万
人
も

増
え
た
ん
で
す
な
、な
ん
と
！

県外からの観光客は

300万人増

0

500

1000

1500

県外観光入込客（単位：万人）

2014年 2015年 2016年

1,205

1,521 1,513

242
454 427

う
ち
首
都
圏
か
ら

2017年の兼六園
入園者数は開業
前に比べて約1.4
倍に増加

人情に触れられる輪島朝市が人気

加賀温泉郷にも多くの人
  石川県観光PRマスコットキャラクター 　

「ひゃくまんさん」
ャラクター 　
まんさん」
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経
済
指
標
は

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　

経
済
面
に
も
い
い
影
響
が

表
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
観

光
客
数
の
増
加
に
よ
り
、
観
光

業
や
宿
泊
業
の
好
況
だ
け
で

な
く
、
金
沢
駅
前
か
ら
金
沢
市

中
心
部
に
か
け
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
大
規
模
施
設
の
建
設
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

金
沢
開
業
を
き
っ
か
け
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
産
業
の
動

き
が
活
発
化
し
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
、

２
０
１
７
年
12
月
、
日
本
銀

行
金
沢
支
店
で
は
、
北
陸
三
県

の
景
気
判
断
を
上
方
修
正
し
、

「
拡
大
し
て
い
る
」
と
発
表
し

ま
し
た
。「
拡
大
」
と
判
断
さ

れ
た
の
は
、
東
海
地
域
と
並
び

全
国
２
カ
所
目
。
す
ご
ー
い
！ 

バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
１

年
以
降
で
は
初
め
て
の

表
現
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
、
も
の
づ
く
り
産

業
の
景
況
を
表
す
鉱
工

業
生
産
指
数
や
有
効
求

人
倍
率
な
ど
の
経
済
指

標
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
数
値
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
開

業
後
に
県
外
企
業
の
営
業
拠

点
が
県
内
か
ら
撤
退
す
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
実

際
は
、
む
し
ろ
支
店
・
営
業
所

が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
。

ここが
変わった

金沢開業から3年！
北陸新幹線

開
設
さ
れ
て
い
ま
す

新
た
な
支
店・
営
業
所
が
相
次
い
で

有効求人倍率も

上昇

0.5

1.0

1.5

2.0

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

0.96

1.28

1.53 1.53

1.78

1.97

※各年1月時点のデータ

Interview

経済面にも開業効果が表れています

今年3月に
ガイド20万人目達成

　金沢城公園と兼六園で観光客を案内
するボランティアガイドをしています。うれ
しいことに新幹線開業後に案内した方の
人数はぐっと増え、昨年１年間で開業前
の３倍にもなり、今年3月にはボランティ
アガイドの会発足15年目で合計20万人の
大台を突破しました。これからもお客様

との出会いを楽し
みに、多くの方に
石川の魅力を
発信していき
ます。

城と庭のボランティアガイドの会会長
山崎 輝雄さん

関係機関一丸で
効果持続に注力

　日本政策投資銀行によると、新幹線
開業による経済波及効果は678億円にも
上ると試算されています。金沢商工会議
所でも、もてなし力向上セミナーを開くな
ど、開業前からさまざまな取り組みに力
を注いでいます。今後もこのにぎわいを
持続させるため、一日も早い大阪までの

フル規格整備を、
行政や関係団
体と力を合わ
せ、働きかけ
ていきたい
と思います。

金沢商工会議所理事  会員・事業部長

林 重毅さん

経
済
に
も
大
き
な
効
果

北
陸
の
景
気
は 「
拡
大
」し
て
い
ま
す
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首
都
圏
か
ら
の

レ
ー
ル
&
ク
ル
ー
ズ
が
定
着

　

金
沢
開
業
で
想
定
外
だ
っ
た
う
れ
し

い
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
一
つ

が
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
数
の
増
加
で
す
。

　

開
業
前
の
２
０
１
４
年
に
金
沢
港
に

寄
港
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
は
16
本
で
し
た

が
、
17
年
に
は
ぐ
ー
ん
と
増
え
て
55
本

に
。
今
年
も
本
州
日
本
海
側
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
な
る
45
本
の
寄
港
が
予
定
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
う
ち
、
欧
米
な
ど
の
高
級

な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
船
が
過
去
最
多
の

23
本
と
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
経
済

面
へ
の
効
果
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て
金
沢

に
注
目
が
集
ま
る
背
景
の
一
つ
に
、「
レ

ー
ル
&
ク
ル
ー
ズ
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
を
利
用
す
れ
ば
東
京
か
ら

金
沢
ま
で
わ
ず
か
２
時
間
半
で
来
る
こ

と
が
で
き
、
実
際
に
首
都
圏
在
住
で
金
沢

港
か
ら
日
本
海
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ま
れ

る
方
は
、
金
沢
港
か
ら
の
乗
客
の
お
よ
そ

４
割
に
も
上
る
そ
う
で
す
よ
。
ク
ル
ー

ズ
の
前
後
に
県
内
で
観
光
し
た
り
、
宿
泊

し
た
り
す
る
方
も
多
く
、
新
幹
線
と
ク
ル

ー
ズ
の
相
乗
効
果
は
と
て
も
大
き
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
ね
。

さ
ら
な
る
受
け
入
れ
へ

金
沢
港
を
整
備

　

県
で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
開
港
以
来
の
大
改
修
と
な
る

機
能
強
化
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
大
型
化
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
も
接
岸
で

き
る
よ
う
、
無
量
寺
岸
壁
を
水
深
10
メ
ー

ト
ル
ま
で
深
く
し
ま
す
。
併
せ
て
、
老
朽

化
し
て
い
る
「
金
沢
み
な
と
会
館
」
を
改

築
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
2
隻
同
時
に
寄
港

し
た
際
に
も
対
応
で
き
る
C
I
Q
※

・
待

合
施
設
や
観
光
案
内
な
ど
を
備
え
た「
金

沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
金
沢
駅
と
港
を
結
ぶ

50
メ
ー
ト
ル
道
路
か
ら
港
内
へ
直
接
進

入
で
き
る
道
路
や
十
分
な
広
さ
の
駐
車

場
、
海
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
憩
い

の
空
間
と
な
る
緑
地
も
整
備
す
る
ん
で

す
っ
て
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
前
年
と
な
る
２
０
１
９
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。

ここが
変わった

金沢開業から3年！
北陸新幹線

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
数
が

本
州
日
本
海
側
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

開
業
効
果
は
海
ま
で
！

※ 

税
関
や
出
入
国
管
理
、
検
疫
等
の
出
入
国
手
続
き
の
総
称

屋根つき展望デッキを備えた金沢港クルーズターミナル（完成イメージ）

クルーズ船寄港数は

大幅増

0

10

30

50

20

40

60
クルーズ船寄港状況（単位：本）

2014年 2017年 2018年（予定）

45

16

55
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観
光
客
が
１
・７
倍
に

直
通
新
幹
線
も
大
盛
況

　

金
沢
開
業
で
時
間
的
な
距
離
が
近
づ

い
た
の
は
首
都
圏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
北
と
の
結
び
付
き
も
深
ま
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
金
沢
か
ら
宮
城
県

仙
台
市
ま
で
行
く
場
合
、
鉄
道
を
乗
り

継
い
で
片
道
５
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
の

に
対
し
、
北
陸
新
幹
線
を
利
用
し
、
大

宮
駅
で
東
北
新
幹
線
に
乗
り
換
え
る
と

最
短
約
３
時
間
半
で
着
い
て
し
ま
い
ま

す
。

　

１
時
間
半
も
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
で
、
東
北
エ
リ
ア
（
宮
城
・
福
島
）

か
ら
の
観
光
入
込
客
数
は
開
業
前
の
約

１
・
７
倍
に
増
加
し
た
ん
で
す
。
こ
う

し
た
変
化
を
背
景
に
、
２
０
１
６
年
に

は
仙
台
か
ら
金
沢
の
間
を
大
宮
で
の
乗

り
換
え
な
し
で
結
ぶ
直
通
新
幹
線
が
運

行
。
17
年
に
は
仙
台
か
ら
金
沢
、
金
沢

か
ら
仙
台
と
双
方
向
の
直
通
新
幹
線
が

運
行
さ
れ
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
非

常
に
多
く
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。

直
通
新
幹
線
は
今
年
４
月
に
も
金
沢
か

ら
仙
台
へ
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
な
る
観
光
交
流
拡
大
へ

石
川
・
宮
城
で
連
携
強
化

　

東
北
エ
リ
ア
の
方
々
は
、
藩
政
期
か

ら
の
歴
史
・
文
化
が
色
濃
く
残
る
石
川

へ
の
関
心
が
高
い
と
の
調
査
結
果
も
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
誘
客
の
伸
び
し
ろ
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、

電
車
内
広
告
や
旅
行
商
品
の
販
売
促
進

に
力
を
入
れ
た
り
、
地
元
の
百
貨
店
で

観
光
物
産
展
「
い
し
か
わ
百
万
石
物
語

展
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
東
北

エ
リ
ア
で
の
情
報
発
信
や
誘
客
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
12

月
、「
石
川
・
宮
城

観
光
連
携
推
進
会

議
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
石
川
・

宮
城
両
県
の
観
光

部
局
や
観
光
連
盟
が
両
県
互
い
に
観
光

客
を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
東
北
と
金
沢
の
行
き
来
が
も
っ
と

盛
ん
に
な
り
、
新
た
な
観
光
の
流
れ
が

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

ここが
変わった

金沢開業から3年！
北陸新幹線

仙
台
ま
で

３
時
間
半
！

東
北
も
ぐ
っ
と
身
近
に

石川・宮城観光連携推進会議を開催し、両県の結び付きを深めています

仙台と金沢をつなぐ直通新幹線は多くの方が利用されました

大
宮
乗
り
換
え
で

楽
々

7



新
幹
線
開
業
効
果
を

北
陸
新
幹
線
を
生
か
し
た
県
内
の
に
ぎ
わ

い
創
出
は
、石
川
県
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
も

大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。特
に
、東
京
五

輪・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
２
年
後
の

加
賀
藩
ゆ
か
り
の

歴
史
的
回
遊
ル
ー
ト
を
形
成

　

世
界
中
か
ら
日
本
へ
の
注
目
度
が
高

ま
る
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
海
外
か
ら
多
く
の
方
が

来
ら
れ
る
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、

県
で
は
６
ペ
ー
ジ
で
一
部
紹
介
し
た「
金

沢
港
の
機
能
強
化
」
に
加
え
、「
金
沢
城

公
園
の
復
元
整
備
」「
東
京
国
立
近
代
美

術
館
工
芸
館
の
移
転
整
備
」
の
３
つ
の

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
石
川

県
へ
多
く
の
方
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　

金
沢
城
公
園
で
は
、
江
戸
初
期
に
創

建
さ
れ
、
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
に

焼
失
す
る
ま
で
約
２
５
０
年
に
わ
た
っ

て
存
在
し
た
鼠ね

ず
み
た
も
ん

多
門
と
、
そ
こ
に
架
か

る
鼠
多
門
橋
を
復
元
整
備
し
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
や
絵
図
、
古
写
真
な
ど

を
尊
重
し
た
本
物
志
向
で
復
元
し
、
鼠

多
門
は
、
全
国
の
お
城
で
は
例
の
な
い

黒
い
海な

ま

こ鼠
漆し

っ
く
い喰

の
姿
を
お
披
露
目
す
る

計
画
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
鼠
多
門
橋

は
当
時
の
姿
を
尊
重
し
な
が
ら
も
橋
の

下
を
通
る
道
路
に
支
障
の
な
い
形
で
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

鼠
多
門
・
鼠
多
門
橋
の
復
元
に
よ
り
、

長
町
武
家
屋
敷
か
ら
尾
山
神
社
を
経

て
、
兼
六
園
に
至
る
「
加
賀
藩
ゆ
か
り

の
歴
史
的
回
遊
ル
ー
ト
」
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
城
下
町
の
魅
力
に
よ

り
一
層
の
厚
み
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
完
成
が
楽
し
み
で
す
ね
。

工
芸
館
の

本
格
工
事
が
始
ま
る

　

県
立
美
術
館
と
い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
間
の
敷
地
へ
移
転
を

進
め
て
い
る
「
東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館
」
は
、
今
年
か
ら
建
物
の
整
備
が

本
格
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
工
芸
館

と
し
て
移
築
・
復
元
し
て
、
活
用
さ
れ

る
国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
陸
軍
の
第

九
師
団
司
令
部
庁
舎
と
金
沢
偕か

い
こ
う
し
ゃ

行
社
の

解
体
工
事
や
、
新
た
な
場
所
で
の
建
設

２年後の
東京五輪
2020年を
目指して

⬅尾山神社⬅尾山神社 鼠多門➡ 鼠多門➡ 

業から3年！
新幹線

金沢城公園と尾山神社を結ぶ鼠多門橋（完成イメージ） ◀ 白い部分が海鼠漆喰。鼠多門（完成イ
　メージ）では、この部分も黒になります

本格工事が進む国立近代美術館工芸館（完成イメージ）
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さ
ら
に
引
き
出
し
ま
す

２
０
２
０
年
、金
沢
か
ら
福
井
県
敦
賀
市
ま

で
新
た
に
開
業
す
る
５
年
後
の
２
０
２
３
年

を
目
指
し
、県
内
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
側
初
の
国
立
美
術
館

誕
生
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
県

で
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
毎
年
、
工
芸

館
の
所
蔵
作
品
を
展
示
す
る
名
品
展
を

県
立
美
術
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
３

回
目
と
な
る
18
年
度
は
「
染
織
・
金
工
・

人
形
・
ガ
ラ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
。
さ
ら
に
、
加
賀
で
は
陶
磁
、
能
登
で

は
漆
工
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
美
術
館
で

名
品
展
を
開
催
し
、
県
内
全
域
で
注
目

度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

敦
賀
開
業
で

大
阪
ま
で
約
２
時
間
に

　

金
沢
開
業
に
よ
り
生
じ
た
大
き
な
効

果
を
持
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
一
日
も
早
い
大
阪
ま
で
の
フ
ル
規

格
に
よ
る
全
線
開
業
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
大
き
な
一
歩
と
し
て
、
２
０
２
３

年
３
月
ま
で
の
敦
賀
開
業
に
向
け
、
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

敦
賀
開
業
に
よ
っ
て
、県
内
に
は
「
小

松
」「
加
賀
温
泉
」
の
２
つ
の
新
幹
線

駅
が
誕
生
し
ま
す
。
ま
た
、
金
沢－

新

大
阪
間
は
現
行
よ
り
も
約
30
分
早
い
約

２
時
間
で
結
ば
れ
、
首
都
圏
は
も
ち
ろ

ん
、
関
西
・
中
京
圏
か
ら
の
誘
客
も
視

野
に
、
新
た
な
開
業
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

車
窓
か
ら
の
景
観
保
全
へ

屋
外
広
告
物
の
規
制
を
強
化

　

ま
た
、
金
沢
以
西
の
沿
線
に
は
、

加
賀
平
野
や
手
取
川
、
木
場
潟
、
白

山
な
ど
の
美
し
い
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
石

川
を
代
表
す
る
景
観
を
乗
客

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
県
で
は
今
年
４

月
か
ら
新
幹
線
沿
線
の
屋
外

広
告
物
の
規
制
を
強
化
し
、

新
幹
線
の
窓
か
ら
望
む
美
し

い
景
観
を
保
全
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。
敦
賀
開
業
後
、

新
幹
線
の
窓
か
ら
見
え
る
景

色
も
楽
し
み
で
す
ね
。

2023年を
目指して

５年後の
敦賀延伸

金沢開業
北陸新

敦賀開業に向け高架橋の建設が進む現場（川北町）

新
高
岡

京
都 名古屋米原

東京

大宮

高崎
安
中
榛
名

軽
井
沢

糸
魚
川

富
山

佐
久
平

上
田

新大阪

神
戸

小松

長野

飯山

上越妙高

黒部
宇奈月温泉

敦賀

南越（仮称）

京田辺市付近
（松井山手）

小浜市付近
（東小浜）

芦原温泉
福井

金
沢

加賀温泉

白山総合車両所

1997年10月開業
2015年3月開業
2022年度末開業（予定）
敦賀・新大阪間ルート（予定）

東海道
新幹

線
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 ガイドブック発行！
 イベント満載！
２０１８年は、７１８（養老２）年に能

のとのくに

登国が生まれてから１３００年の節目の年で
す。この年を能登への誘客に向けた弾みの１年とするため、県と能登の4市5
町が一体となってさまざまな取り組みを進めています。

満
載
の
魅
力
を

あ
の
手
こ
の
手
で
発
信

能登国分寺跡（七尾市）。
能登国分寺は843（承和
10）年に国家鎮護・五穀
豊穣を願って創建され、
その史跡は能登1300年
の歴史を物語るスポット
の一つです

能登国のはじまりは
　平安時代初期に編さんされた『続

しょく
日本記』では、

越前国から羽咋、能登（後に鹿島）、鳳至、珠洲の
４郡を割いて能登国が誕生したと書かれています。
また、能登国の名は、能登郡に国府が置かれたこ
とに由来しますが、『石

せきどうさんえんぎ

動山縁起』では、石動山を
まもった方

ほうどう
道仙人が天に昇っていったという逸話に

ちなみ、「（能
よ

く）登る」ところということから名づけ
られたとも伝えられています。

大注目の1年に

あ
ば
れ
祭（
能
登
町
）

白
米
千
枚
田（
輪
島
市
）

青
柏
祭（
七
尾
市
）

妙
成
寺（
羽
咋
市
）

10

能
登
ふ
る
さ
と
博
は

１
年
を
通
し
て
開
催

のとじま水族館
「のと海遊回廊」がオープン

　ゴールデンウイークのお出かけ先
に、「のとじま水族館」はいかがで
しょう。1982年の開館以来、能登
の海で見られる生きものを展示して
きた回遊水槽が4月下旬にリニュー
アル。「のと海遊回廊」として生ま
れ変わります。
　のと海遊回廊は、広く全体を観
覧できる一体型アクリル水槽や、魚
群を間近に感じられる観察ドームが

自慢です。さらに、日本海側の水族
館としては初めて、プロジェクション
マッピングを常時投影し、観覧通路
と水槽が一体となった演出をご覧
になれます。まるで能登の海中を散
歩しているような気分をお楽しみく
ださい。

石川県指定有形文化財「松竹図屏風」長谷川等伯筆
石川県七尾美術館蔵

長谷川等伯展
～等伯の挑戦と継承せし者たち～

　石川県七尾美術館では、能登立
国1300年を記念した「長谷川等伯
展」を開催します。能登が生んだ桃山
時代を代表する絵師・長谷川等伯と
彼の意志を継ぐ長谷川派の作品を
展示・紹介します。ぜひご覧ください。

●問い合わせ
県観光企画課　TEL.076（225）1542

石川県七尾美術館
七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL.0767（53）1500
開館時間 9:00～17:00（入館は16:30まで）
観 覧 料  一般800円、大高生350円
 中学生以下無料

のとじま水族館
七尾市能登島曲町15部40
TEL.0767（84）1271
開館時間 9:00～17:00
 (入館は16：30まで）
入 場 料  一般1850円、
 中学生以下（3歳以上）510円

能登ふるさと博
からピックアップ

4月28日 土 ～5月27日 日

検検検検 索索索索検 索能登ふるさと博

能登ふるさと博のイベントは
ホームページをチェック！

フォトコンテストの詳細もこちらから

能

海中まるで をお散歩しているみたい！

能登ふるさと博
マスコットキャラクター

のとドン

「のと海遊回廊」（完成イメージ）
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Sign Language ４
月
１
日
施
行  

「
石
川
県
手
話
言
語
条
例
」

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会

へ

＿
。こ
う
し
た
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、県
で
は
、４
月
１
日
か
ら

「
石
川
県
手
話
言
語
条
例
」を
施

行
し
ま
し
た
。

　

手
話
は
、ろ
う
者（
※
）が
情
報

を
得
た
り
、自
分
の
意
思
を
示
し

て
他
者
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図

る
た
め
な
ど
に
用
い
る〝
言
語
〞の一

つ
。知
的
で
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
に
、大
切
に
育
み
、受
け
継

い
で
き
た
文
化
的
財
産
と
言
え
ま

す
。手
話
言
語
条
例
は
、私
た
ち
県

民一人
ひ
と
り
が
そ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
制
定
し
ま
し

た
。

　

条
例
で
は
、県・市
町
や
県
民
、事

業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
担
っ
て
い

く
責
務
や
役
割
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

県
で
は
今
後
、県
民
が
手
話
を

学
ぶ
機
会
の
確
保
や
、ろ
う
児
な

ど（
※
）が
通
う
学
校
で
の
教
職
員

の
手
話
技
術
向
上
、手
話
通
訳
者

の
養
成
、手
話
に
よ
る
県
政
情
報
の

発
信
な
ど
、手
話
を
使
用
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
施
行
を
機
に
、県
民
一人
ひ

と
り
の
意
識
に「
手
話
は
言
語
」と

い
う
理
解
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
ろ
う
者・・・聴
覚
障
害
者
で
あ
っ
て
、手
話
を
言

語
と
し
て
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
人
の

こ
と
。

※
ろ
う
児
な
ど
・・・
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
・

児
童・生
徒

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

尊
重
し
合
い
、共
生
で
き
る

社
会
の
実
現
へ

■基本理念
「手話は言語で、ろう者にとって必要なもの」ということを理解する
■役割・責務
　県や市町●手話の普及など手話を使用しやすい環境整備
　県民の皆さん●手話への理解を深める
　事 業 者●ろう者の従業員やサービス利用者の手話使用への配慮

条例のポイント

●問い合わせ
県障害保健福祉課
TEL.076（225）1426　FAX.076（225）1429

※写真は「手話」を意味する手話です

手話であいさつしてみよう

県民が手話を学ぶ機会を拡大していきます

「ありがとう」

「こんにちは」
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smile 石川のボランティア
　

白
山
市
白
峰
地
区
の
20
代
〜
30
代
前
半

の
若
者
を
中
心
に
結
成
す
る
の
が
、生
活
支

援
団
体
「
孫ま

ご
こ
ろ心

隊
」
で
す
。地
域
に
暮
ら
す

高
齢
者
の
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
区
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

を
通
し
て
受
け
付
け
る
相
談
内
容
は
多
種

多
様
で
、
草
刈
り
を
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を

教
え
た
り
、
電
球
を
替
え
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
雪

深
い
地
域
だ
け
に
雪
囲
い
の
設
置
を
依
頼

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、特
に
今
年
の
冬
は
高

齢
者
世
帯
の
雪
か
き
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

孫
心
隊
の
結
成
は
3
年
前
。
地
元
の
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
注
ぐ
「
シ
ラ
ミ

ネ
大
学
」の
メ
ン
バ
ー
が
、
お
年
寄
り
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、立
ち

上
げ
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
『
あ
り
が
と
う
』

の
言
葉
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
昨
年
か
ら

は
社
会
福
祉
協
議
会
の
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
』に
も
参
加
し
、
年
2
回
、
ゲ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
た
り
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
を

招
い
た
り
す
る
な
ど
、自
分
た
ち
で
考
え
た

企
画
で
地
域
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
代
表
の
永
井
俊
朗
さ
ん
。白
峰

の
頼
り
に
な
る
”孫
“代
わ
り
、
孫
心
隊
の

幅
広
い
活
動
が
、暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

  

白
峰
地
区
の
若
者
が

〝
孫
〞代
わ
り
に
支
援

草
刈
り
や
雪
か
き
に
大
活
躍

気
持
ち
が
通
い
あ
え
ば

も
っ
と
楽
し
く
な
る

「孫心隊」
生活支援団体

（白山市）

冬に備えた雪囲いの設置は毎年恒例の活動の一つ

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
使
わ
れ
る
手
話
。皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
一
度
は
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。県
で
は
、
こ
の
４
月
か
ら
手
話
言
語
条
例
を
施
行
し
、

手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
さ
ら
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
も
ろ
う
あ
者
福
祉
大
会
な
ど
の
折
、
あ
い
さ
つ
に
少
し
手
話
を
交
え
ま
す
。す
る
と
、

会
場
の
空
気
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
参
加
者
と
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
る
の
を
感
じ
ま
す
。

簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、手
話
に
は
そ
ん
な
力
が
あ
る
の
で
す
。

　
た
と
え
見
知
ら
ぬ
人
で
あ
っ
て
も
、相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
込
め
て
伝
え
よ

う
と
す
る
こ
と
で
、気
持
ち
が
通
い
心
が
弾
み
ま
す
。

　
私
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、
相
手
の
良
い
点
に
気
づ
い
て
褒
め
る
こ
と
で
す
。そ
の
ヒ
ン

ト
は
、
そ
の
方
の
所
作
や
服
装
、
話
の
端
々
に
必
ず
あ
り
ま
す
。単
な
る
お
世
辞
だ
っ
た
ら

心
を
開
い
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
を
認
め
て
褒
め
て
く
れ
た
ら
誰
だ
っ
て
う
れ
し
い

も
の
で
す
。

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
効
果
的
で
す
。仕
事
柄
、多
く
の
方
と
握
手
を
し
ま
す
。「
知
事
の
手
っ

て
あ
っ
た
か
い
」。そ
ん
な
声
を
聞
く
と
、私
も
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
茶
道
に
も
相
手
を
敬
う
精
神「
和わ

敬け
い

」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、相
手
の
個
性
や
立
場

を
尊
重
す
る
こ
と
が
、す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
原
点
だ
と
思
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
方
法
や
相
手
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が

一
番
で
す
。

　
例
え
ば
、毎
年
秋
に
開
催
す
る「
石
川
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。会
場
で
、盲
導
犬
体
験
や
車
い
す
体
験
、点
字
体
験
な
ど
が
で
き
、障

害
の
あ
る
方
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
言
語
条
例
で
も
、
手
話
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
に
も
こ
う
い
っ
た
場
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
い
、そ
の
や
わ
ら
か
な
心
に
し

み
こ
ま
せ
た
い
。彼
ら
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
気
持
ち
が
通
い
あ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

が
で
き
て
い
た
ら
い
い
な
。そ
ん
な
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
春
で
す
。

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

草刈りに汗を流す孫心隊メンバー。若い世代の力で地域をサポート
しています

●問い合わせ

生活支援団体 「孫心隊」代表 ： 永井俊朗
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TEL. 076（276）3729
白山市市民活動・ボランティアセンター（愛称：スマイルはくさん）



愛
好
家
も
、お
子
さ
ま
連
れ
も

み
ん
な
が
楽
し
め
る
音
楽
祭

　

今
年
も
「
い
し
か
わ
・
金
沢 

風
と

緑
の
楽
都
音
楽
祭
」
が
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
新
緑
の
季
節
、
県
立

音
楽
堂
を
中
心
に
石
川
・
北
陸
の
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
の
音
楽
祭
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
中
心
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

同
音
楽
祭
の
特
徴
の
一
つ
が
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
愛
好
家
も
、
普
段
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
方
も
、
カ
ッ
プ

ル
も
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
を
連
れ
た

ご
家
族
も
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
多

彩
な
公
演
メ
ニ
ュ
ー
。
本
格
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
子
ど
も

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
、
１
７
０
に

も
上
る
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
や
参

加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
は
、
音
楽
祭

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ー
ン
の
風
に
乗
っ
て
、
金
沢
に

や
っ
て
来
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
世
界

を
聴
き
逃
す
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な

い
で
す
よ
。

国内外から集まったトップアー
ティストたちのコンサートや伝統
芸能とのコラボ、県民参加型のコ
ンサートなど、クラシック音楽の
祭典が間もなく幕開けガル！

1756年にザルツブルクで生
まれ、1791年にウィーンで
35歳の若さで亡くなるまで
に、交響曲や協奏曲、オペラ
など珠玉の名曲を数多く残し
ました。ハイドンやベートー
ベンと並び、ウィーン古典派3
大巨匠の一人に数えられ、そ
の後のクラシック音楽に多大
な影響を与えました。

 今年のテーマは
モーツァルト

4/28㊏▶5/5㊏㊗
● 石川県立音楽堂
● 金沢市アートホール
● 北國新聞赤羽ホール
● 北陸エリア（石川・富山・福井）

県立音楽堂コンサートホール

5/3㊍㊗／15:30～16:20
名門オケと第8回モーツァルト国際コンクール
優勝者、菊池洋子の豪華共演！
出　演  ● リッカルド・ミナーシ（指揮）、菊池洋子（ピアノ）、ザルツブル

ク・モーツアルテウム管弦楽団
演奏曲  ● モーツァルト：アイネ・クラ

イネ・ナハト・ムジーク、ピア
ノ協奏曲第22番

料　金  ● S:2500円、A:2000円
ザルツブルク・モーツアルテウム管弦楽団

県立音楽堂コンサートホール

5/5㊏㊗／19:00～20:00
指揮者ヘンリク・シェーファーとOEK、
オーディションで選抜された県民が歌う
重厚な「レクイエム」は必見！

ヘンリク・シェーファー

出　演  ● ヘンリク ・  シェーファー（指揮）、マリア・
サバスターノ（ソプラノ）、武部薫（アル
ト）、高柳圭（テノール）、森雅史（バス）、
金沢レクイエム合唱団、OEK（オーケス
トラ・アンサンブル金沢）

演奏曲  ● モーツァルト：レクイエム
料　金  ● S：3000円、A：2500円

県立音楽堂邦楽ホール

5/4㊎㊗／20:10～21:20
落語家の桂米團治師匠が、
歌劇「フィガロの結婚」を落語にアレンジ！
出　演  ● 桂米團治（語り）、辻博之（ピアノ、指揮）、

石川公美、木村綾子（ソプラノ）、表まり
子、仲谷響子（メゾソプラノ）、門田宇（バ
リトン）、音楽祭特別弦楽四重奏団

内　容  ● モーツァルト： 歌劇「フィガロの結婚」
 （金沢オリジナル版）
料　金  ● 2000円

桂米團治

音楽祭チケットカウンター

金沢市昭和町20-1（県立音楽堂内）　　　www.gargan.jp/
チケットはチケットぴあ、ローソンチケット、セブンチケットでも取り
扱っています。

TEL . 076（232）8118 10:00～18:00 窓口販売 10:00～19:00

好評販売中
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おすすめ公演
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い
し
か
わ
四
高
記
念
公
園
（
金
沢
市

広
坂
）
で
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
県
内

の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
い
し
か
わ

食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」
で
限

定
５
０
０
食
が
売
り
切
れ
る
な
ど
、
近

年
、
注
目
度
が
が
ぜ
ん
高
ま
っ
て
い
る

の
が
、「
か
わ
き
た
味み

そ噌
豚
ど
ん
」
で
す
。

２
０
１
１
年
に
誕
生
し
た
新
し
い
川
北

町
の
名
物
で
、
町
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

食
堂
な
ど
７
店
舗
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

味
の
決
め
手
は
、
町
の
特
産
イ
チ
ジ

ク
を
使
っ
た
無
添
加
ジ
ャ
ム
と
、
こ
れ

ま
た
町
内
産
の
大
豆
で
作
っ
た
無
添
加

味
噌
を
合
わ
せ
た
「
イ
チ
ジ
ク
味
噌
」。

専
用
に
配
合
し
た
町
外
不
出
の
こ
の
調

味
料
を
豚
肉
に
か
ら
め
た
丼
は
、フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
甘
み
と
味
噌
の
コ
ク
が
深
い

味
わ
い
を
生
む
一
品
で
す
。
加
え
て
、

丼
に
の
せ
た
川
北
温
泉
で
作
っ
た
温
泉

卵
を
混
ぜ
る
と
ま
ろ
や
か
さ
は
倍
増
し
、

ご
飯
に
敷
い
た
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
も
食

感
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
。
そ
の
お
い
し
さ

は
、
か
わ
き
た
味
噌
豚
ど
ん
を
味
わ
え

る
イ
ベ
ン
ト
に
必
ず
足
を
運
ぶ
熱
烈
な

フ
ァ
ン
が
で
き
る
ほ
ど
、
食
べ
た
人
を

と
り
こ
に
し
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
豚
肉
と
も
相
性
抜
群
で
、

老
若
男
女
問
わ
ず
、
多
く
の
方
に
ぜ
ひ

お
す
す
め
し
た
い
ご
当
地
グ
ル
メ
で
す
。

か
わ
き
た
味
噌
豚
ど
ん

◀ 丼の中に川北町の多彩
な味覚がそろっています

◉ 「かわきた味噌豚どん」に関する問い合わせ …………… 川北町商工会／TEL. 076（277）2133

川北町商工会
青年部部長
田中 順也 さん

県内、そして全国へ。
丼とともに川北町の
PRに頑張ります。

町
外
不
出
の
特
産
イ
チ
ジ
ク
味
噌
が
決
め
手

27222 7）21333

【食べられる場所】
川北町内の7店舗

【定義】　

▲かわきた味噌豚どんに欠かせな
い川北町産のイチジク

かわきた味噌豚どん
KAWAKITA-MISO-BUTA-DON

川川北町川北町内の7内の 店舗店舗

【定義【【定義【定義【定義【定義】】】】】】

【食【食べ【 られる場所】場所】

かわきた味噌豚どん同様に地元の人たちがイチオシするのが、
「川北温泉」と「わくわく手づくりファーム川北」です。温泉は

泡風呂や岩風呂も備
わった充実の内容で、
入浴料も大人200円
とお手ごろ。手づくり
ファーム川北には地
元野菜や特産品がめ
じろ押しです。

地元の皆さんも御用達！
セット 川北温泉&特産品

川北温泉 わくわく手づくりファーム川北

2 千切りキャベツをご飯の上に敷く。

1 地元産イチジクを使用したジャムを
ブレンドした地元産味噌を使う。



環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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w
w
w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/ 県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL.  076（225）1362　FAX.  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
県県民交流課　      TEL.076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

奥卯辰山健民公園
新公園センター4月22日オープン

奥卯辰山健民公園 公園センター
金沢市若松町ア３２
TEL.076（264）0395

奥卯辰山健民公園 検索

● 問い合わせ

　広大な芝生広場に、バーベキューや
パークゴルフ、さまざまな遊具がそろう
奥卯辰山健民公園に、4月22日、新しい
公園センターがオープンします。新セン
ターは、県産材をふんだんに利用した木
の温もりを感じる建物で、緑の中に「ふ
わっと」置かれたようなデザイン。休憩
スペースは、これまでの公園センターの

約1.5倍となり、屋外テラスから芝生広
場へと続く開放的な空間で、公園でのひ
とときをお楽しみいただけます。
　ぽかぽかとした春を迎え、緑に囲ま
れた奥卯辰山健民公園は、とても気持
ちのいいスポットです。ぜひご家族や
カップル、お友達と一緒にお出かけく
ださい。


	ほっと石川春季号2018web用_単
	ほっと石川春季号2018web用
	ほっと石川春季号2018web用_単

